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本県には旧石器時代の遺跡をはじめとする数多 くの埋蔵文化財包蔵地があり、

平成15年現在で 1万 力所以上が遺跡として確認され、登録されております。これ

らの先人の残 した文化遺産を保存 し、後世に伝えていくことは、県民に課せられ

た責務であります。

一方、広大な面積を保有する本県の大部分は山地であり、地域開発に伴う社会

資本の充実もまた重要な一施策であります。今回のほ場整備事業による高生産農

業政策を確立していくことは、農村環境の向上を図るうえで必要な施策と言えま

す。

このような埋蔵文化財の保護・保存 と開発の調和 も今日的課題であり、当文化

振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育套員会の指導と調整の

もとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の発掘調査を行い、記録保存

する措置をとってまいりました。

本報告書は、「ほ場整備事業姉体地区」に関連 して、平成14年度に実施 した島田

Ⅱ遺跡の調査結果をまとめたものであります。今回の調査では平安時代に所属す

る竪穴住居や溝などの遺構が多数得 られ、当該期の胆沢城を中心とした集落を検

討 していくうえで貴重な資料を提供することができました。

この報告書が広 く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解

の一助になれば幸いです。 最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告

書作成にご援助・ご協力を賜 りました水沢地方振興局水沢農村整備事務所・水沢

市教育委員会をはじめとする関係各位に哀心より謝意を表 します。

平成16年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 田ハ
ロ 武



例  言

1.本報告書は、岩手県水沢市真城字島田54ほかに所在する島田Ⅱ遺跡の発掘調査成果を収録したものであ

る。

2.本遺跡の調査は、ほ場整備事業に伴い行われたものである。調査は岩手県教育委員会と水沢地方振興局

農政部農村整備室との協議を経て、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3.岩手県遺跡台帳の遺跡番号はN E37-0079、 遺跡略号はSD-02である。

4.発掘調査面積は596ポである。

5。 発掘調査期間及び調査担当者は以下のとおりである。

平成13年 7月 8日 ～8月 28日  文化財調査員 村木 敬・文化財調査員 青山 紀和

6.室内整理及び整理担当者は以下のとおりである。

平成14年 12月 2日 ～3月 31日  文化財調査員 村木 敬

7.野外での遺構写真撮影は調査員、遺物写真撮影は写真技師中田実が担当した。

8。 本報告書の執筆・編集・構成は、村木 敬が担当した。なお第 I章調査に至る経緯は、水沢地方振興局

農政部農村整備室にお願いしている。

9,野外調査にあたり水沢地方振興局農政部農村整備室、水沢市教育委員会の御協力を頂いた。

10。 委託業務は機関に依頼 した。

基準点測量業務委託 有限会社 協栄測量

11.発掘調査、本報告書の作成にあたっては下記の方々にご指導いただいた。 (順不同、敬称略)

佐藤良和 (水沢市埋蔵文化財センター)・ 森一欽 (釜石市教育委員会)。 中川真人 (城山町教育委員会)

12.調査成果はこれまでに現地公開資料や岩手県埋蔵文化財報告書第423集調査略報に発表してきたが、本

書の内容がこれに優先するものである。

13.土層の色調観察は、「新版標準土色調」 (農林水産省資産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所

色表監修1989)を用いた。

14.本遺跡の調査で得 られた一切の資料は岩手県埋蔵文化財センターが保管 している。
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第 I章 調査に至る経緯

島田Ⅱ遺跡は、「ほ場整備事業 (担い手育成区画整備型)姉体地区」の施行に伴って、その事業区域に位置

することから発掘調査することとなったものである。

当事業は、水沢市姉体地区の受益面積3路haの 地区で、水田は昭和32年 頃10ha区 画に整備されたが、区画

形状が小さく農道の幅員も狭い状況であつた。

また、小用水路は、土水路で漏水 し、用水不足を補うために小排水路は、用排兼用で浅 く排水不良となっ

て湿田化 しているなど、営農の機械化、耕作の汎用化、さらには農地の流動化、生活環境の向上など、高生

産性農業を阻害 していた。

これらの阻害要因を除去し、効率的で安定的な経営体に農地を集積 し、高生産性農業の確立を図 り、併せ

て農村環境水準の向上を資するために、大区画ほ場整備を実施するものとして、平成 9年度新規採択された

地区で、平成14年度で 6年 目である。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、水沢地方振興局胆江土地改良事業所から平成 9年

5月 15日 付胆土地第146号 「県営ほ場整備事業実施に伴う遺跡分布調査について (依頼)」 の文章によって、

岩手県教育委員会に対 して分布調査の依頼 したのが最初である。

依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成 9年 6月 12日 。17日 ・19日 調査を実施 したが、その結果は、平

成 9年 7月 15日 付け教文第353号「県営ほ場整備事業実施に伴 う遺跡分布調査について (回答)」 で水沢地方

振興局胆江土地改良事務所へ回答 し、その際、工事施工範囲が島田Ⅱ遺跡の範囲内であることが付記された。

回答を受けた水沢地方振興局農政部農村整備室では、島田Ⅱ遺跡を含む面工事実施年度である平成13年 9

月27日 付け水農整第339-4「 ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)姉体地区における埋蔵文化財の試掘調

査について (依頼)」 の文章によって、岩手県教育委員会に依頼 した。

依頼を受けた岩手県教育委員会では、平成13年 10月 15日 。16日 に試掘調査を実施 したが、その結果は、平

成13年 11月 6日 付け教生第1115号 「ほ場整備事業 (担い手育成区画整備型)姉体地区における埋蔵文化財の

試掘調査について (回答 )」 で水沢地方振興局農政部農村整備室へ回答 し、その際島田Ⅱ遺跡の発掘調査が必

要である旨が付記された。

(水沢地方振興局農政部農村整備室 )
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第Ⅱ章 位置と環境

1.位置・立地

島田Ⅱ遺跡は、岩手県水沢市真城字島田54ほ かに所在 し、」R水沢駅より南東約 3 km、 陸中折居駅より北

東約 5 kmに位置している。遺跡が所在する水沢市は、内陸南部中央、北上川中流域に位置 し、面積 95,63kだ、

人口約 5万 6千人の都市である。市の中央より東寄 りに北上川が南流 し、その東に東北新幹線、西に国道 4

号線 。東北縦貫自動車道が南北に走つている。近世より市街地は宿場町として栄え、その他の地域は耕地と

して開発を受け県内でも有数の穀倉地帯となる。東は江刺市と大東町、南は前沢町と東山町、西は胆沢町、

北は金ヶ崎町に接する。遺跡が所在する真城は水沢市内でも南に位置する。

遺跡は、北上川西岸に形成された河岸段丘上に立地 している。この河岸段丘は水沢扇状地の一つである。

水沢段丘上であり比較的平坦な地形を呈 し、広範囲に水田地帯が続いている。標高は34m前後である。調査

前の現況は水田及び畑地である。

国土地理院発行 5万分の 1地形図「水沢」(NJ-54-14-14)の 図幅に含まれ、北緯39度06分13秒、東経

141度09分55秒にある。

2.地形・地質

岩手県の地勢は、東に北上山地、西に奥羽脊梁山脈がそれぞれ南北に延び、その合間を1可谷低地帯を形成

しながら七時雨山に端を発する北上川は岩手県と宮城県を南流 し宮城県石巻湾に注ぎ、袖平高原に端を発す

る馬淵川は北流 し青森県人戸湾に注ぐ。その両岸に沖積地を形成 し、それぞれ市街地が形成されている。岩

手県内陸南部に位置している水沢市の地形に限つて概観すると、奥羽脊梁山脈と北上川に挟まれ、奥羽脊梁

山脈より東側に張 り出した水沢扇状地上にあり、その扇状地は南西方向から北～北東方向ヘー首坂段丘 。上

野原段丘・横道段丘・堀切段丘・福原段丘・水沢段丘などの段丘が標高を下げながら形成 している。北上川

の両岸には沖積面が広がっている。

本遺跡が存在する水沢段丘の高位段丘は、胆沢川と北上川が合流する地点から前沢町まで続き標高約25～

120mの 高低差を持つものの、北上川西岸の広範囲には平坦面を形成 している。遺跡は、その平坦に続 く段丘

上の水田面よリー段高い微高地に立地している。ただし、調査区周辺はほ場整備事業がすでに完了 しており、

調査区自体は島状に残された状態であったため、遺跡内及び周辺の詳細な微地形は言及できない力S、 現況か

ら想定できることをここで触れておく。調査区以外の遺跡範囲内には、現在宅地がある。この宅地は周辺よ

りは一段高い所にあり、それより低い面は水田及び畑地である。またこの周辺も同様の状況である。遺跡の

大半はこれらの宅地がある微高地上に範囲が示されていることから、現況と旧地形はほぼ変わらない状況に

あると想定できよう。基本層序でも触れるが、遺跡周辺において lm前後掘 り下げると礫層が確認されるこ

とから北上川に注ぐ支流の旧河道部分があったと考えられる。

3.基本層序

基本層序は I～ Ⅶ層が確認でき、以下の通 りである。ただし、発掘調査開始以前に生涯学習文化課により

遺構検出面 (Ⅱ 層)ま で掘 り下げられていたため、それより上層の堆積状況は不明である。ただし、遺構検

出面より上層に複数の層位があるとは考えられないわけではないが、ここでは便宜的に遺構検出面より上層

を表土と記述 してお く。
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第 2図 遺跡周辺図
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I層 :表土。耕作土と思われるが色調及び層厚等は不明である。

Ⅱ層 :褐色粘土質シル ト層。粘性並、しまりやや強い。所々に黒褐色粘土質シル ト層が混入している。層厚

は10cm前後である。遺構検出面である。

Ⅲ層 :に ぶい黄褐色粘土層。粘性、しまり共にやや強い。層厚は10cm前後である。

Ⅳ層 :褐色粘土層。粘性やや強 く、しまり強い。層厚は10～ 15cmで ある。

V層 :にぶい責褐色～黄褐色粘土質シル ト層。粘性、しまり共にやや強い。層厚は 5～ 10cmで ある。

Ⅵ層 :褐色砂層。粘性弱 く、しまり強い。層厚は 5 cm前後である。本層が確認できない箇所が存在 している。

Ⅶ層 :礫層。ω10～ 30cmの 亜円礫で構成されている。北上川に注ぐ支流の旧河道部分に相当するものと思わ

れるが、層厚は不明である。

4.周辺の遺跡

水沢市内には旧石器時代から近世まで数多 くの遺跡が存在 しており、その数は平成15年現在で308カ 所あ

る。発掘調査は古 くから行われ、学史的にも著名な弥生時代の常磐広町遺跡や胆沢城跡などがあり、多くの

成果が得られている。また、昭和50年以降には東北縦貫自動車道や国道 4号バイパス事業に伴い今泉・西大

畑・膳性 。東大畑等多 くの遺跡が調査され、それらの成果から各時期を通じて水沢市を中心とした状況や周

辺地域との関係が明らかになっている。

今回は本遣跡において平安時代の遺構と遺物が確認されたことから、それに限つて概観 していく。

市内には平安時代として登録されている遺跡数は190遺跡存在 している。市内の半数以上は該期の遺跡と

いうことになり、数多 くあることが窺える。それらの遺跡分布を見てみると、北上川沿いに形成された水沢

低位段丘や水沢高位段丘などの比較的平坦に続 く河岸段丘上に立地しているものが多 く、本遺跡もその一つ

である。これらは 9世紀初頭に胆沢城が造営されてから、多 くの小 。中規模の集落がそれを中心に形成され

るようになったことに起因し、その結果爆発的に遺跡数が増加 していった。胆沢城の盛衰と遺跡数には相関

関係にあるものと考えられる。

本遺跡と周辺遺跡との位置関係を把握すると、該期の中心であった胆沢城跡は北に約 6 kmに、本年度、当

センターにより発掘が行われた杉の堂遺跡は北北東約 3 kmに あり、中半入遺跡は北西 6 kmに ある。

〔第Ⅱ章で使用した引用・参考文献〕

(以下 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターを (財)岩文埋とする)

岩手県教育委員会 1999『遺跡台帳』

(財 )岩文埋 2002『 中半入遺跡・蝦夷塚古墳発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財報告書第380集

(財 )岩文埋 2002『漆林Ⅱ遺跡 。本宿迎畑発掘調査報告書』 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財報告書第381集

(財 )岩文埋 2000『川岸場Ⅱ発掘調査報告書」 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財報告書第317集

伊藤博幸 1980「胆沢城と古代集落―自然村落と計画村落」『日本史研究』第80号
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番号 遺 跡 名 種   別 時   代 潰  構 。遺 物 等 所 在 地

ユ 後樋 集落跡 平安 土師器、須恵器 佐倉河字後樋

梨田川 散布地 平安 土師器 佐倉河字梨田川

惣前町 散布地 弥生・平安 土師器 佐倉河字惣前町

4 杉ケ崎 散布地 縄文 。平安 土師器、フレーク 佐倉河字杉ケ崎

5 東1中 ノロⅡ 集落跡 平安 土師器、須恵器、須恵器系土器 佐倉河字東沖ノロ

6 石橋 集落跡 平安 土師器、須恵器 佐倉河字石橋

7 東沖ノロ I 集落跡 平安 土師器、須恵器 佐倉河字東沖ノロ

8 横枕 Ⅱ 集落跡 平安 ±lT器、須恵器、須恵器系土器、陶器、銅鋭 佐倉河字横枕

9 宮堂 集落跡 平安 土師器 佐倉河字富堂

0 羽黒田 集落跡 平安 土師器 佐倉河字羽黒田

横枕 散布地 縄文・平安 土師器、須恵器、フレーク 佐倉河字横枕

2 中前田 集落跡 弥生 ,平安 弥生土器、土師器、須系器 佐倉河字中前田

3 東ネ由ノロ 集落跡 縄文・平安 土師器、須恵器、縄文土器 (晩期 ) 佐倉河字東袖ノロ

4 鹿 野 散布地・生産地 縄文・平安・近世 縄文土器、羽日、鋳型 羽田町字御山下

5 谷地明円 散布地 平安 土 器 字谷地明円、斎の神

6 西舘一字一石経塚 経塚 近 世 石偲 、維 石 生母字西舘

7 】ヒ田 I 集落跡 平 安 須恵器 佐倉河字北田

8 野 田 散布地 縄文・平安 土師器、石鏃 佐倉河字野田

9 北 田Ⅲ 散布地 弥生・平安 弥生土器、内黒、土師器 佐倉河字北田字野田

20 跡呂井館(岩測館) 城館跡 奈良・平安・中世 神明町一丁目

南矢中コ 集落跡 平安 土師器、須恵器 字南矢中
つ
々 ヨヒ田 集落跡 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 字北田
つ
０ 高屋敷 集落跡 平安 土師器、須恵器 字高屋敷・字北田

24 福 原 集落跡 平安 土師器、須恵器 字福原

月ヽ山崎 散布地 縄文 。平安 縄文土器 (中期 )、 土師器、須恵器 山崎町

梨畑 散布地 絹 了 ・ 半 τ 縄文土器 (中期 )、 石器 東上野町・山崎町

大学 I 集落跡 紀文・平安 土師器、須恵器、フレーク 真城字大学

28 旧羽田中 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 羽田町字沼尻

28 沼尻南 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 羽田町字沼尻
つ
々 新羽田小西 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器 羽田町字洗田

30 北鵜ノ木 散布地 綿 V・ 半 τ 縄文土器 (後 ・晩期 )、 石鏃、石斧 羽田町字北鵜 ノ木

外浦洗田 窯跡 平安 須恵器 羽田町字外浦
つ
々 外浦前田 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、須恵器、石鏃 羽田町字前田

龍ケ馬場 散布地 縄文 。平安 縄文土器、土師器、須恵器 字龍ケ馬場

34 須江 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字中上野
つ
け 北余目 散布地 平安 土師器 姉体町字北余目・原ノ西
つ
υ 町屋敷(瀬台野館) 散布地 縄文・平安。近世 土師器、フレーク 真城字町屋敷
つ
υ 垣ノ内 Ⅱ 散布地 縄文・平安 縄文土器、土師器、フレーク 真城字垣ノ内

38 目]ネ申I 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字雷神.字中道真城ヶ丘一T日
,字上野

つ
０ 大壇 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字大壇 ・南上野

40 高田 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字高田

41 林前 I 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字迎畑
つ
々

И
仕 林前南舘 城館跡 縄文 。平安 土師器、石器 姉体町字林前

43 林前 Ⅱ 散布地 平安 土師器、須恵器 姉体町字林前

44 水の回 散布地 平安 須恵器 姉体町字水の口前

45 北野 Ⅲ 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字北野

46 舘 (中野館 ) 集落跡 古代・平安 ,中世 土師器・須恵器・陶器・土塁・複郭 ,平場 真城字舘・字金田・字畑ケ田
刀
■ 畑田荒谷 散布地 平安 土師器、須恵器 真城字荒谷

48 寺西南 散布地 平安 土師器、須恵器 佐倉河字寺西

49 姉体車堂コ 散布地 平安 土師器、須恵器 姉体町字車堂稗田下

姉体車堂Ⅲ 散布地 平 安 土師器、須恵器 姉体町字車堂

水ノロ前東 散布地 平 安 土師器 姉体町字水ノロ前
つ
々 元天神前 コ 散布地 平安 土師器、須恵器 姉体町字元天神前字北白山
つ
０ 北白山 I 散布地 平安 土師器、須恵器 姉体町字北白山

上島 散布地 平 安 姉体町字上島

第 1表 遺跡一覧表 (1)
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番号 遺 跡 名 種  別 時  代 遺  構・遺 物 等 所  在  地

鵜ノ木新田 散布地・集落跡 縄文・平安 縄文土器 (前期 )、 土師器、須恵器 字鵜ノ木新田

56 鵜ノ木新田南 散布地 縄文・平安 縄文土器 黒石町字鵜ノ木新田

浜田 散布地 縄文 。平安 縄文土器、土師器、須恵器 真城字浜田

58 中林A 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字中林

中林 B 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字中林

60 中林Ⅲ 散布地 平安 土師器、須恵器 真城字中林

61 中林下 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字中林下
＾
υ 堤ケ沢 Ⅱ 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字堤ケ沢

63 堤ケ沢 I 集落跡 平安 土師器、須恵器 真城字堤ケ沢

64 真城落合 散布地 平安 土師器 真城字落合

土手北 散布地 平安 土師器、須恵器 真城字土手

谷地舘 散布地 平 安 土師器 真城字谷地舘
ニ ツ測 北 散布地 平 安 須恵器 真城字ニツ測

68 土手南 散布地 平安 土師器、須恵器 真城字土手

中平西 散布地 平安 土師器、須恵器 真城字中平

70 東谷地 散布地 平安 土師器 真城字東谷地

中平東 散布地 平 安 土師器、須恵器 真城字中平
つ
々 寺ケ前 Ⅱ 散布地 平 安 土師器 真城字谷地田
つ
０ 寺ケ前 Ⅲ 散布地 平安 土師器 真城字谷地田

寺ケ前 I 散布地 平安 土師器 真城字谷地田

島田Ⅱ 散布地 平安 土師器、須恵器 真城宇島田
７
イ 島田Ⅲ 散布地 平 安 土師器 真城字島田

７
‘

７
了 島田Ⅳ 散布地 平 安 土師器 真城字島田

78 島田 I 散布地 平安 土師器、須恵器 真城字島田

79 根無 散布地・環濠 平安 土師器 (平安時代 ) 姉体町字根無

80 北白山Ⅱ 散布地 平安 土師器、須恵器 姉体町字北白山
０
０ 1中 散布地 平 安 須恵器 (平安時代 ) 姉体町字 目細
Ｏ
Ｏ 原 抜 散布地 平 安 土師器 姉体町字原抜

83 樋 ノロ 散布地 平安 土師器、須恵器 姉体町字樋ノロ

84 小 庄 散布地 平安 土師器 姉体町字小庄

85 岩手堰神社 散布地・集落跡 平安 仕祠 黒石町字大明神

86 下植 田 散布地 平 安 須恵器 真城字下植田
，

１
０
０ 南下田 散布地 平安 須恵器 真城字南下田

88 熊 野 散布地 平安 瓦 古城字幅

89 幅 散布地・瓦窯跡? 縄文・平安 縄文土器・土師器・焼土 古城字幅、雨沼、志人沢

90 八郎舘(高代寺) 散布地・城館跡 平安,中世.縄文 土師器、須恵器、堀、郭 古城字高代寺

鳥子沢 散布地・城館跡 平安・中世 堀跡・土師器 古城字′鳥子沢

明後沢 散布地・城徳跡 ? 平安 布目瓦・屋根瓦・鬼瓦 古城字明後沢

宗角舘 城館跡 中世・平安 古城字姥沢

94 舘合下 散布地 平安 土師器、須恵器 古城字舘合下

道場 散布地 縄文 縄文土器 (後期 ) 字道場・宿

96 内城野中 散布地 縛 V～ 半 τ 縄文土器、土師器 姉仏町字内城、野中
〔
Ｖ 迎 畑 散布地・舘跡 ? 平安 ? 須恵器 ?(中 世陶器 ?) 姉体町字鍛冶屋敷・迎畑

98 内城吹張 散布地 縄文～平安 縄文土器 ?・ 土師器 姉体町字深日∫.内堀・吹張

99 吹張 散布地 平安 土師器 姉体町字吹張

100 吹張鞘戸 散布地 平安 須恵器 姉体町字吹張・鞘戸

庚申塚 散布地 平安 土師器 姉ftH町字庚申塚
（
υ 鶴城舘(黒石古舘) 城館跡 平安 ・中世 土師器、須恵器、石器、平場 黒石町字鶴城

103 鶴 城 散布地 縄文・平安 縄文土器 (後・晩期 )、 須恵器 黒石町字鶴城

104 学堂 散布地 平安 白山字学堂

105 内屋敷 散布地 平安 土師器 白山字内屋敷

106 彼岸田 散布地 細 す 。半 τ 白山字彼岸田
７
ｒ

（
Ｖ 迎 畑 散布地 奈良・平安 白山字迎畑 ・宮内

108 壇の腰 散布地 縄文・平安 生母字壇ノ腰

第 2表 遺跡一覧表 (2)
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第皿章 調査概要と整理方法

1.野外調査の方法

(1)グ リッド設定

本遺跡のグリッド設定にあたり、平面直角座標 。第X系 (世界測地形)に従つて基準点 2カ所と補点4カ

所の計 6カ 所を設置 したグリッドを延長 して使用 している。

基準点 2点 を結んだ線を基準線とし、さらに補点で結んだ線をこの基準線に直行させ調査区を網羅するよ

うにメッシュを設定 している。大グリッドは 1辺が25m、 小グリッドは各辺を5等分 して 1辺が 5mになる

ようにしている。大グリッドは西から東に向かってA・ B、 北から南に向かつて 1・ 2と し、小グリッドは北

西隅を 1、 南東隅を25と した。各グリッド名称は北西隅の杭名称による。

X Y H グリット名

基準点 1 -99450.000 28730.000 33.865 l B14

基準点 2 -99460.000 28720.000 33.939 l B22

補 点 1 -99445.000 28705.000 34.059 lA9

ネ甫 ′点2 -99445.000 28725,000 33.695 lB8

補 点 3 -99450.000 28695.000 34.015 l A12

補 点 4 -99460.000 28695.000 34.134 l A22

第 5図 グリット配置図
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(2)遺構名称

遺構名称において、遺構配置図 (第 7図)の中では以下のように省略している。

竪穴住居…SI   掘立柱建物……SB   溝……SD   土坑……SK

柱穴には番号のみ付 してある。また、住居に付属する柱穴にはPの略号を使用している。

発掘調査や室内整理時に遺構番号を付 したものの遺構として成立しなかったのは、30・ 31・ 36・ 38号土坑

と5号溝がある。また3号溝は2号溝と同一のものであったため番号として存在していない。

遺構番号を精査時に変更したものとしては、29号土坑を5号竪穴住居内の 3号土坑とした。 6・ 9'12・

18・ 19・ 20・ 32・ 37号土坑は、柱穴に変更したため番号として存在していない。

(3)粗掘 り。遺構検出・精査

本遺跡では調査に入る以前に生涯学習文化課が遺構確認 したことにより表土は除去され、遺構検出面まで

掘 り下げが行われていた。そのため、調査開始直後に遺構検出作業が行える状態にあった。

遺構検出は、検出面の層界をジョレン及び両刃鎌で行つた。

精査は検出された遺構を適宜 2分法と4分法を使い分けて行い、必要な記録は野帳や図面等に記録 した。

また、遺構の精査では、サブトレンチを積極的に利用 し、正確な遺構の把握に務めた。

(4)実測

遺構の平面実測は、簡易遣 り方測量と平板測量で作成している。縮尺は原則 として 1/20と し、溝平面図

と調査区作成にのみ 1/40の縮尺を用いた。

(5)写真

写真撮影は、35Hul判 カメラ2台 (モ ノクロ・リバーサル)と 6× 9 cm判 カメラ 1台 (モ ノクロ)を使用し、

遺構や遺物の検出状況や出土状況に応 じて行つている。

(6)広報活動

埋蔵文化財に対する啓家普及活動の一環として、調査成果を公開する現地公開を平成14年 8月 24日 に開催

している。

2.室内整理の方法

(1)作業手順

出土遺物の水洗は発掘調査期間中に終了していたため、室内作業としては注記から開始し、遺物の接合復

元、本報告書掲載遺物の登録を行った。それらの作業終了後に実測、遺物写真撮影、遺構・遺物の トレース

を順に行い、図版及び観察表を作成した。また、先述した作業と平行 して原稿執筆を行っている。

(2)遺構

遺構図版は、平面図と断面図の修正を行ったものにスケールを付 しており、一部例外があるものの以下の

縮尺を原則としている。遺構配置図及び柱穴配置図は 1/160、 竪穴住居・掘立柱建物は 1/50、 溝は 1/80、

土坑は 1/40で ある。それぞれの遺構に付 してある方位は第X系の北、方位がないものにはグリッドでその

方角を示している。

(3)遺物

土器実測は原則として反転可能なものに限定して行い、須恵器の断面実測に関しては積極的に実測を行っ

た。
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第Ⅳ章 検出された遺構と遺物

1.概要

本遺跡は、平坦な水田地帯が広がる段丘面上にあり、周辺の水田面より若千高い微高地上に位置している。

第Ⅱ章で先述したように、今回は当センターの調査が入る以前に生涯学習文化課によつて表土除去が行われ

ていたため、地形や遺構検出面より上層の層序等の詳細な状況を把握できていない。

今回の調査はその微高地上に形成された遺跡の一部分を発掘 した結果、平安時代の竪穴住居 7棟、掘立柱

建物 7棟、溝 4条、土坑21基、柱穴状ピット66基 (建掘立柱物に含まれるものは39基)検出されている。そ

れらに伴い土師器と須恵器の杯や奏が確認されている。また、時期不明の遺構としては土坑 7基 と柱穴状

ピット13基がある。縄文から弥生時代に属する石器が先述 した各遺構から出土しているが、これらは点数も

少なく流れ込みの結果上記の遺構から出土したものと判断したため、ここでは掲載せずそれらの数量だけを

記述 し報告とする。

2.検出 された遺構 ・遺物

1)竪水住居

1号竪穴住居

[位置]lA7・ 8・ 12・ 13グ ッリドに位置する。

[検出面]H tt。

[検出状況]遺構検出後に隅九長方形の平面プランを確定できたことにより竪穴住居と判断し精査に入る。

精査を行ったが、埋土は浅 く遺構上部が削平されていることを確認した。

[平面形]平面形は、西壁が若千膨らみを持つ隅丸長方形を呈する。

[規模]規模は2.71× 1.77m、 深さは0.16mで ある。

[埋土]黒掲色粘土質シル ト層が主体で、 6層 に分層される。

[床面・壁]床面はⅢ層を掘 り込むように形成され、平坦である。中央より西側の床面で薄い貼 り床を一部

確認 したが、硬化面は検出されなかった。壁は基本的に緩やかに外傾する。しかし、南壁は削平を強 く受け

ているためほとんど存在 していない。

[柱穴]柱穴は規模・形状共に類似 している 5基が検出された。ほぼ中央から北西よりに確認されているが、

それらのうち 3・ 4号柱穴は主柱穴の可能性がある。

[カ マ ド・焼土]カ マ ドは確認されなかったが、焼土が南壁に集中して確認できたことから、南壁付近にそ

の存在を想定できる。ただし本遺構外において煙道や煙 り出し穴は検出されなかった。

[遺物]土師器 (145点 )と 須恵器 (17点 )の杯・甕などが埋土上位から床面にかけて162点 出土しており、

図面掲載できたものは12点であった。 1・ 3は土師器・杯で内面に黒色処理とミガキが施されている。 2は

剥落していたが、内面に黒色処理とミガキと思われる一部を確認 した。それらは底部から口縁まで膨らみな

がら立ち上がる。 4～ 8は須恵器・杯で底部から口縁まで外傾 しながら立ち上がる。土師器と須恵器・邦の

底部切 り離 しはヘラ切 りと回転糸切 りのものが存在 している。 9は土師器・甕、10。 12は 須恵器・甕である。

11は 須恵器・瓶の肩部である。

[遺構時期]10世紀前半に所属する。
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第 8図  1号竪穴住居・出土遺物 (1)
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第 9図  1号竪穴住居出土遺物 (2)

2号竪京住居

[位置]lB6グ ッリドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]遺構検出後に少量の遺物と焼土が確認されたことにより、竪穴住居が存在するものと想定 して

いた。しかし、プランが不明瞭であったため再度検出作業を行つた際に、 2～ 4号竪穴住居になる方形プラ

ンを重複 した状況で確認できた。また地山と埋土との判別が付けられないでいた当初は、それらの新旧関係

を把握するために東西に細長い トレンチを入れた。その結果本遺構は他の竪穴住居と重複 しない状況にあり、

断面で壁の立ち上が りを確認でき方形プランを呈することが明らかになった。本遺構は上部力講U平 を受け床

面 しか残存 していないことを認識 し精査に入る。

[規模]規模は2.38× 2.36m、 深さは0.05mで ある。

[平面形]北東や南東隅は若千九味を帯びるが、平面形はほぼ方形を呈する。

[埋土]暗褐色シル ト層が主体で、単層である。

[床面 。壁]Ⅱ 層を掘 り込むように形成された床面は、ほぼ平坦である。硬化面や貼 り床等は確認されてい

ない。壁は削平を受けているためほとんどないが、残存 している壁は外傾 して立ち上がる。

[柱穴]南西・南東隅に 1基ずつ確認された。配置された箇所及び平面形は類似 しているが、深 さは若千異

なる。

[カ マ ド・焼土]カ マ ドは確認できなかったが、南東隅に焼土範囲が確認できたことから南東方向にカマ ド

が設置されていたと考えられる。ただし本遺構外において煙道・煙 り出し穴は検出されなかった。

[遺物]土師器 (16点 )と 須恵器 (4点 )の不・甕などの遺物力諺0点出土 しているが、大半の遺物は磨減 し

ているため図面掲載が不可能であった。

[遺構時期]10世紀前半に所属する。
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6

第11図  3号竪穴住居出土遺物

3号竪穴住居

[位置]l A10。 lB6グ ッリドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]2号竪穴住居の検出状況でも記載 したが、重複 している範囲に東西に細長い トレンチを入れた

結果、 4号竪穴住居と重複していることが明らかになった。住居上半部が削平を受けている事を確認し、床

面のみの精査となる。また遺構検出作業において 2号土坑と重複 していることを認識 した。

[重複関係]2号土坑と4号竪穴住居 と重複するが、本遺構の方が古い。これは4号竪穴住居が本遺構に付

属する 5号柱穴に切られていることから判断している。

[規模]規模は残存 している東壁は3.31m、 北壁は1.86m、 南壁は1.26m、 深さは0.lmで ある。

[平面形]確認できた北東 。南東隅は隅丸方形を呈 している。

[埋土]黒褐色シル ト層主体で、 3層 に分層される。

[床面・壁]Ⅱ 層を掘 り込むように形成された床面は、ほぼ平坦である。壁は外傾 して立ち上がる。

[柱穴・土坑]南東隅に土坑 2基、柱穴 5基が検出された。柱穴の配置と住居の平面プランは若千ずれてい

る。

[カ マ ド]カ マ ドは確認されなかったが、南壁中心に焼土粒が多 く確認されたことから、南方向にカマ ドが

設置されていたと考えられる。ただし本遺構外において煙道や煙 り出し穴は検出されなかった。

[遺物]土師器 (157点 )と 須恵器 (9点 )の杯・甕などが床直及び土坑内から166点 出土 している。大半は

磨滅 しているため図面掲載できたものは僅かである。14は須恵器・杯で、底部から口縁にかけて外傾 して立

ち上が り、底部切 り離 しは回転糸切 りによるものである。15。 16は 土師器・甕、17は須恵器・奏である。

[遺構時期]10世紀前半に所属する。

-18-
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4号竪穴住居
1 黒色粘土質シルト層 (10YR3/1)粘 性並、 しまりやや強い。

り1～ 5mmの 炭化粒を微量含む。
2 黒色粘土質シル ト層 (10YR3/1)粘性、しまり共にやや強い。
柱穴 黒褐色シルト層 (10YR3/2)粘 性弱く、しまり強い。

第12図  4号竪穴住居・出土遺物

4号竪穴住居

[位置]l A10,15グ ッリドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]3号竪穴住居の検出状況に記載 した通 りである。

[重複関係]2号土坑と3号竪穴住居と重複 し、 3号竪穴住居→本遺構→ 2号土坑の順に新 しくなる。

[規模]規模は285× 275m、 深さは0,05～ 0.lmで ある。

[平面形]後世により削平を受け南西付近では検出できなかったが、残存 しているそれぞれの隅から平面形

は方形を呈すると思われる。

[埋土]黒色粘土質シル ト層が主体で、 2層 に分層される。

[床面・壁]Ⅱ 層を掘 り込むように形成された床面は、ほぼ平坦である。南壁の一部は削平されているが、

残存 している壁は外傾 して立ち上がる。

[柱穴]東・西壁の際に3基ずつ検出された。規模 と平面形は類似 しているが、各柱穴の深さは異なる。

-19-



[カ マ ド]カ マ ドや焼土等は確認されなかった。また、遺構外において煙 り出し穴や煙道は検出されなかっ

た。

[遺物]土師器 (73点 )と 須恵器 (3点 )

のは 3点である。17・ 18は須恵器・杯で、

上がる。19は須恵器・奏である。

[遺構時期]10世紀前半に所属する。

5号竪束住居

[位置]l A10。 15グ ッリドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

の杯 。甕などが76点床面から出土 しているが、図面掲載できたも

それぞれ体部から口縁 と底部から体部へとやや膨らみながら立ち

[検出状況]本遺構と6号竪穴住居が重複した状況でプランが検出された。プランが不明瞭であったため両

遺構にかかるようにトレンチを入れ、本遺構の壁の立ち上がりが新 しいことを確認 した。 トレンチから本遺

構は床面のみの存在であることを認識し精査に入る。また、29号土坑と当初重複 していると思われたが、床

面から掘 り込まれていると判断できたことから住居内の施設として捉え精査を継続する。

[重複関係]6号竪穴住居と重複しており、本遺構が新 しい。

[規模]規模は347× 3.27m、 深さは削平され確認できない所もあるが概ね0.05mである。

[平面形]後世により削平を受けていたが、確認できた北東 。北西隅は隅丸方形を呈する。

[埋土]黒色シル ト層主体で、単層である。

[床面・壁]Ⅱ 層を掘 り込むように形成された床面は、ほぼ平坦である。部分的に貼 り床が住呂の壁付近で

確認されたが、浅いものであった。南西・南東壁付近の壁が削平されているものの僅かに残存 している壁は

外傾 して立ち上がる。

[柱穴・土坑]土坑は北壁で2基、東壁中央で 1基検出された。柱穴は北西 。南東隅で 1基ずつ確認されて

いる。

1号土坑～平面形は楕円形を呈する。規模は0.64× 0.46m、 深さは0.12mである。

2号土坑～平面形は楕円形を呈する。規模は1.25× 0,72m、 深さは0.21mである。

3号土坑～平面形は不整円形を呈する。規模は0.98× 0.71m、 深さは0.22mである。埋土上位から下位にかけ

て土師器が15点出土している。

柱穴は配置や平面形、規模等が類似 している。

[カ マ ド]住居の床面近 くまで削平を受けていることから、カマ ド施設は確認されなかった。しかし、 1号

土坑や 2号土坑の埋土において焼土や炭化粒が確認されたことから、カマ ドは北壁に設置されていた可能性

がある。そのため焼土や炭化粒が多 く検出された 2号土坑は、検出された位置から煙道の掘 り方とも考えら

れる。

[遺物]土師器 (196点 )と須恵器 (10点 )の杯・甕など力認06点 出土しているが、掲載できたものは17点あ

り、大半が磨減しているため図面掲載は行っていない。20～25は土師器・杯で、25は高台を有する。20～23

は内面に黒色処理とミガキが施されている。26～ 291よ須恵器・杯である。土師器と須恵器・杯を合わせて見

ていくと、すべて底部から膨らみをもつものである。20・ 21・ 261よ 口縁までタト傾 しながら立ち上が り、22・

23・ 27は 口縁付近で外反する。30～ 351ま土師器・甕で、34の底部から体部にかけて残存 している以外は、30

～33が口縁から顕部にかけてのものである。口唇部を抽出すると上に摘み上 tデ られるもの (30・ 31)と 外反

-20-
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信
＝
性
阻
日

2号土坑

L1  2亀湛甥鰭特絲くうあ鞘解横磁蕉礁宝
。

ヤン.

~ 2 
暗褐色シルト層 (10YR3/3)粘性やや弱く、 しまり強い。
地山プロックを少量混入。

3 黒褐色シルト層 (10YR3/2)粘性並、 しまり強い。

5号竪穴住居
1 黒色シルト層 (10YR2/1)粘 性、しまり共にやや強い。

¢1～ 5mmの 焼土と炭化粒を微量含む。

柱穴 黒褐色シルト層 (10YR3/2)粘 性、 しまり共に弱い。

3号土坑
1 黒褐色粘土質シル ト層 (10YR3/2)粘 性、しまり共にやや弱い。

¢5～ 30mmの焼上をやや多く含み、φ3～ 5mmの 炭化粒を少量含む。
2 暗褐色粘土質シル ト層 (10YR3/3)粘 性、しまり共に並。

混入物は 1層よりやや多くなる。

＼
姦＼

,電彗鷺専ξξξ自専魯穏す 24

第13図  5号竪穴住居・出土遺物 (1)
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するもの (32・ 33)の 2種類が存在 している。36は須恵器・甕である。

[遺構時期]10世紀前半に所属する。

6号竪京住居

[位置]l A14・ 15グ ッリドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。              ′

[検出状況]5号竪穴住居の検出状況で記載 した通 りである。後世により削平を受け、埋土は浅 くほぼ床面

しか残存 していないことを確認し精査に入る。

[重複関係]5号竪穴住居と重複 しているが、本遺構の方が古い。

[規模]規模は3.69× 3.62m、 深さは0.05mである。

[平面形]平面形は方形を呈する。

[埋土]黒色シル ト層主体で、単層である。

[床面・壁]Ⅱ 層を掘 り込むように形成された床面は、ほぼ平坦である。残存する僅かな壁は外傾 して立ち

上がる。

[柱穴・土坑]土坑は 1基、柱穴は東壁に2基、西壁に 1基検出された。

1号土坑～平面形は楕円形を呈する。規模は1.71× 0.91m、 深さは03mである。

柱穴は基本的には壁際に配置され、平面形と規模共に類似 している。

[カ マ ド]床面近 くまで削平されていたことから、カマ ド施設等は確認されなかった。住居内で検出された

土坑の埋土やその付近において焼上が多 く検出されたことから、北東付近にカマ ドが設置されていたものと

考えられる。ただし、本遺構周辺において煙道や煙 り出し穴は検出されなかった。

[遺物]土師器 (95点 )と 須恵器 (6点 )の杯・甕などがHl点出土 している。大半が磨減しているため図面

掲載できたのは、37と 38の須恵器・奏 2点のみである。

[遺構時期]10世紀前半に所属する。

[備考]遺構時期は 5号竪穴住居との重複関係から判断している。

7号竪穴住居

[位置]l A12グ ッリドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]遺構検出した時点で、 1号竪穴住居同様の隅九方形を呈するプランを確定できていた。 1号溝

との切 り合い関係を把握し、 1号溝の精査終了後に一部プランが不明瞭な箇所にサブトレンチを入れ壁の立

ち上が りを確認した。結果、本遺構の埋土は浅く床面のみ残存していることを認識し精査に入る。

[重複関係]1号溝と40号土坑と重複 しており、40号土坑→本遺構→ 1号溝の順に新 しくなる。

[規模]規模は3.07× 2,01m、 深さは0.32mである。

[平面形]1号溝によって切られているが、平面形は隅九長方形を呈していたと思われる。

[埋土]黒褐色粘土質シル ト層主体で、 3層 に分層される。埋土には多 くはないものの炭化粒や焼土が含ま

れている。

[床面・壁]Ⅲ 層を掘 り込むように形成された床面は、ほぼ平坦である。一部で浅い貼 り床が確認された。
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第16図  7号竪穴住居出土遺物
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壁は外傾 して立ち上がる。

[柱穴]柱穴は確認できなかった。

[遺物]土師器 (97点 )と 須恵器 (17点 )の杯・甕などが114点出土している。大半が磨減しているため図

面掲載できたのは 9点である。39,401よ土師器・郭で、内面に黒色処理とミガキが施されている。41は須恵

器・郭である。どちらの郭も体部は膨らみながら口縁まで立ち上がる。42,43は 土師器・甕で、43の 内面に

は黒色処理とミガキが施されている。44～47は須恵器・甕である

[遺構時期]10世紀前半に属すると思われる。

[備考]本遺構は柱穴やカマ ド等の竪穴住居と判断する材料が得られなかったことから住居状遺構と判断で

きる。しかし今回は、 1号竪穴住居とした遺構と類似 した規模や平面形を呈 していることや貼 り床と思われ

るものを確認できたことから竪穴住居と判断している。また、遺構時期を10世紀前半とした 1号溝に切られ

ているが、出土遺物からは溝との時期差はないと考えている。

2)掘立柱建物

1号掘立柱建物

[位置]lA7・ 8グ リッドに位置 している。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]周辺にも柱穴が多数存在 していたため調査段階では平面形式を把握できないでいた。整理後に

本遺構として成立する。

[重複関係]な し。

[平面形式]桁行4.39m× 梁行4.08mで、方形のプランを呈する。

[柱間寸法]7尺 (1.96m)で ある。

[軸線方向]N-17° 一E。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]10世紀以前に所属すると思われる。

[備考]遺構時期は他の建物と同じ埋土主体層であることから判断している。

2号掘立柱建物

[位置]l A12・ 13・ 17・ 18グ リッドに位置 している。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]P18・ 33・ 34は精査当初から柱穴として認識をしていたが、周辺にも多数存在 していたため調

査段階では平面形式を把握できないでいた。整理後に本遺構として成立する。

[重複関係]7号竪穴住居と1号溝と重複する。 7号竪穴住居の貼 り床の下から確認されたP89が本遺構を

形成することや、 7号竪穴住居は 1号溝より古いことから判断すると、本遺構→ 7号竪穴住居→ 1号溝の順

に新 しくなる。ただし、プランが重なる3号掘立柱建物との新旧関係は不明である。

[平面形式]桁行4.68m× 梁行3.77mで、長方形のプランを呈する。

[柱 間寸法]6.5尺 (1.96m)で ある。

[軸線方向]N-8° 一E。
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2 lA7 42X39

3 lA7 42x30

lA8 31X24 110

lA8 35×31 174

lA7 411X32



[出土遺物]P80よ り上師器が出土 している。

[遺構時期]10世紀前半以前に所属すると思われる。

[備考]遺構時期は出土遺物からは把握できなかったが、 7号竪穴住居 との切 り合い関係から判断した。

3号掘立柱建物

[位置]l A12・ 13・ 17・ 18グ リッドに位置 している。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]P67・ ■91よ 精査当初から柱穴として認識をしていたが、周辺にも多数存在 していたため調査

段階では平面形式を把握できないでいた。整理後に本遺構として成立する。

[重複関係]2号掘立柱建物との新旧関係は不明である。

[平面形式]桁行3.87m× 梁行2.72mで 、長方形のプランを呈する。

[柱間寸法]5.5尺 (1.66m)で ある。

[軸線方向]N-17°一E。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]10世紀前半以前に所属すると思われる。

[備考]遺構時期は、 2号掘立柱建物との関係から判断した。

4号掘立柱建物

[位置]l A13・ 14・ 18・ 19グ リッドに位置している。

[検出面]Ⅱ層。

[検出状況]精査当初から柱穴として認識はしていたが、周辺にも多数存在 していたため調査段階では平面

形式を把握できないでいた。整理後に本遺構として成立する。

[重複関係]所属時期不明の16号土坑と重複 しており、本遺構の方が古い。

[平面形式]桁行3.33m× 梁行2.12mで 、長方形のプランを呈する。

[柱間寸法]7尺 (2.12m)で ある。

[軸線方向]N-8° 一E。

[出土遺物]P93・ 94で土師器が出土 している。

[遺構時期]10世紀前半以前に所属するものと思われる。

[備考]遺構時期は土坑との切 り合いや他の掘立柱建物と同じ埋土主体層であることから判断した。他の建

物同様、 1号溝より古いと考えられることから本建物を構成する柱穴は溝に切 られている可能性がある。

5号掘立柱建物

[位置]l A15。 20グ リッドに位置 している。

[検出面]E tt。

[検出状況]5号・ 6号竪穴住居の貼 り床の掘 り下げを終えた際に本遺構を構成する柱穴を検出したが、周

辺に多数存在 していたため調査段階では平面形式を把握できないでいた。整理後に本遺構として成立する。

[重複関係]5号・ 6号竪穴住居 と重複する。本遺構を構成する柱穴はそれら竪穴住居の貼 り床の下から検
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出されており、それらより古い。

[平面形式]桁行3.77m× 梁行3.62mで 、方形のプランを呈する。

[柱間寸法]6尺 (1.96m)で ある。

[軸線方向]N-1° 一E。

[出土遺物]P104・ 105で土師器が出土 している。

[遺構時期]10世紀前半以前に所属するものと思われる。

[備考]遺構時期は柱穴より出土 した土師器からは把握できなかったが、遺構の切 り合い関係から判断

した。

6号掘立柱建物

[位置]l A19,20グ リッドに位置している。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]精査当初から本遺構を構成する柱穴の認識をしていたが、周辺に多数存在 していたため調査段

階では平面形式を把握できないでいた。整理後に本遺構として成立する。

[重複関係]1号 。2号溝と重複する。本遺構を構成する柱穴が溝に切 られていることから、本遺構の方が

古い。

[平面形式]桁行4.08m× 梁行3.32mで 、長方形のプランを呈する。

[柱間寸法]6尺 (1.96m)で ある。

[軸線方向]N-7° 一E。

[出土遺物]P41・ 54・ 88で土師器が出土 している。

[遺構時期]10世紀前半以前に所属すると思われる。

[備考]遺構時期は柱穴より出土した土師器か らは把握できなかったが、遺構の切 り合い関係から判断

した。

7号掘立柱建物

[位置]l A19・ 20グ リッドに位置 している。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]精査当初から本遺構を構成する柱穴としての認識をしていたが、周辺にも多数存在 していたた

め調査段階では平面形式を把握できないでいた。整理後に本遺構として成立する。

[重複関係]1号・ 2号溝と重複する。本遺構を構成する遺構が溝に切られていることから、本遺構の方が

古い。

[平面形式]桁行3.62m×梁行3.02mで、長方形のプランを呈する。

[柱間寸法]5.5尺 (1.66m)で ある。

[軸線方向]N-7° 一E。

[出土遺物]P25。 42・ 90で土師器が出土 している。

[遺構時期]10世紀前半以前に所属すると思われる。

[備考]遺構時期は柱穴より出土 した土師器からは把握できなかったが、遺構の切 り合い関係から判断

した。
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3)溝

1号溝

[位置]lA。 12・ 13・ 14・ 19。 20、 l B16・ 17・ 21・ 22グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]調査区西側から延びてくる本遺構の存在は精査当初から認識 していた。しかし、 l A20・ lB
16グ リッド付近で膨 らみを見せることから、土坑と重複 しているのか本遺構そのものに所属するかどうかが

確認できないでいた。そのため、溝とその広が りを見せる部分に トレンチを入れ、新旧関係及びその性格の

把握に務めた。その結果、本遺構に所属する溜井と捉え精査を進めた。

[重複関係]2号溝と重複 している本遺構の溜井の部分を通るように断面を残 し新旧関係を確認 したが、本

遺構は2号溝より新 しい。また、 7号竪穴住居や 2・ 6・ 7号掘立柱建物とも重複するが、それらより新 し

い 。

[規模]規模は溜井を境に異なるためそれぞれ記載 しておく。

調査区西側から溜井までは、長さは17.12m、 幅は0.89～ 1.41m。 深さは0,45mで ある。

溜井の規模は、長さは4.31m、 幅は2.46m。 深さは0.61mで ある。

溜井から調査区東側は、長さは3.2m、 幅は176～ 1.98m・ 深さは0.18～ 0.23mで ある。

[平面形]調査区外へ延びていくため不明な部分が多いが、確認できた本遺構の調査区西側から延びて くる

上端と下端は、平行 しほぼ真っ直ぐに延びている。調査区は溜井から東側はそれまでより若千幅は広がるが

上端下端共に平行 し真つ直ぐである。

[軸線方向]N-70° 一W。

[埋土]調査区西側から溜井までは黒褐色シル ト～粘土質シル トが主体で、 3層 に分層される。溜井は黒褐

色粘土質シル ト層主体で、10層 に分層される。溜井から調査区東側にかけては 2層 に分層され、溜井の 1・

2層が対応する。

[出土遺物]土師器と須恵器の郭や甕などが本遺構の上層から底面にかけて出土 している。もっとも多 く出

土したのは中層から底面にかけてである。土師器が1096点 、須恵器力認07点 、中国産白磁が 1点確認され出土

量は多いものの、遺物の大半は磨滅している。48・ 49は土師器・杯で、内面に黒色処理とミガキが施されて

いる。49は高台を有する。50・ 51は須恵器・郭、52～ 76は須恵器・甕である。77は 中国産白磁と思われるが、

器種は不明である。

[遺構時期]出土遺物から10世紀前半に所属する。

[備考]溜井を中心として西側と東側での標高差があり、東側の溝の方が浅い。これは西側から東側へ流れ

いたと考えられ、遺構の性格は用水路と思われる。

2号溝

[位置]l A18・ 19。 20・ 23、 l B21・ 22、 2A2グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]精査当初より1号溝と同様本遺構の東側部分は確認できてたが、 l A20グ リッド付近において

地山と埋土との区別ができないでいた。そのため調査区南側から延びてくる本遺構は3号溝とし別呑号を付

して行っていた。しかし埋土と地山の判別ができない箇所にサブ トレンチを数本入れた結果、2号溝と3号

溝は繋が り同一遺構となったため改めて精査を行った。
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第24図  2号溝出土遺物

[重複関係]1号溝の重複関係で先述した通 りで、本遺構の方が古い。また、 6・ 7号掘立柱建物と重複 し

ているが本遺構の方が新しい。

[規模]長さは26.Om、 幅は0.32～0.78m、 深さは0.16～ 0.2mで ある。

[平面形]調査区外から延びてくるため不明な部分が多いが、確認できた上端と下端は、平行 し延びている。

[軸線方向]調査区東側からl A19グ リッドまでは 1号溝と同じN-70° 一Wと いう軸線方向を示している

が、そこから調査区南側 (2A2グ リッド)方向に蛇行 しながら延びていく溝の軸線方向は、おおよそN一

230° 一Sで ある。

[埋土]断面観察は調査区中央と南狽Iの 2箇所で行つた。中央では黒褐色粘土層主体で単層、南側では黒褐

色シル ト層主体で 3層 に分層される。

[出土遺物]土師器 (83点 )・ 須恵器 (13点 )の ITA・ 菱の計96点 が埋土中から出土 している。78,79は 土師

器 。甕、80・ 81は須恵器・甕である。

[遺構時期]10世紀前半以前に所属すると考えられる。

[備考]遺構時期は出土遺物からは捉えられなかったが、 1号溝との重複関係から判断した。

4号溝

[位置]2A5、 l B21グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]調査区外から延びてくるため不明な部分が多いが、 l B21グ リッドで終息するような状況で検

出した。サブ トレンチを入れた結果、削平され埋土が浅 く底面のみの存在であることを確認 し精査に入る。

[規模]長 さは■.36m、 幅は0.32～0.66m、 深さは0.06mである。

[平面形]調査区南側から延びてくる上端と下端は、平行 しほぼ真っ直 ぐに延びている。

[軸線方向]N-42° ―E。

[埋土]埋土は黒褐色シル ト層主体で、単層である。

[出 土遺物]出土遺物は土師器 8点、須恵器 3点、全て磨滅し図面掲載は不可能であった。

[遺構時期]不明である。

[備考]所属時期は遺物からは特定できないため不明としたが、 9世紀後半～10世紀前半に所属する可能性

がある。
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6号溝

[位置]l A17・ 18・ 19。 22、 2A2グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[検出状況]調査区外から延びてきてお り、 2号溝と平行 しながら蛇行 している。 1号溝の手前の l A19グ

リッドで終息するような状況で検出した。サブ トレンチを入れた結果、上部が削平され底面のみの存在であ

ることを認識し米青査に入る。          ´

[重複関係]41号土坑とP51と 重複 し、41号土坑→本遺構→柱穴の順に新 しくなる。

[規模]長さは3.44m、 幅は0,22～0,72m、 深さは0.07mである。

[平面形]調査区外から延び調査区内で終息するため、不明な点が多い。確認できた平面形は、若干上・下

端共に膨らむがほぼ並行 している。

[軸線方向]調査区外からl A18グ リッドまでは、N-50° 一Eの軸線方向を示しているが、 1号溝の手前

でそこから軸線はN-71° ―Eへ と変わる。

[埋土]黒褐色～灰褐色シル ト層主体で、 2層 に分層される。

[出土遺物]土師器 (59点 )・ 須恵器 (6点 )の計65点 出土している。大半が磨滅がしているため、図面掲載

できたのは4点である。82は土師器・杯で、内面に黒色処理とミガキが施工されている。83は須恵器・杯で、

84・ 85は甕である。

[遺構時期]9世紀後半～10世紀前半に所属する。

[備考]遺構時期は出土遺物からは判断できなかったが、土坑と柱穴の所属年代を平安時代 としたことから

判断している。

4)土坑

1号土坑

[位置]l A13グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0.8× 0.75m、 深さは0.29mである。平面形は不整円形を呈する。

[底面・壁]底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒褐色～褐色粘土質シル ト層を主体で、 6層 に分層される。

[出土遺物]土師器が34点 出土 している。大半が磨滅しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]10世紀前半に所属する。

[備考]1号竪穴住居と近接 しており、同時期の遺物が出土している。上部が削平されているため直接切 り

合い関係を確認することができなかった。
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――……Ч基さ諄=メ
~中~~L=34.Om

4号溝
1 黒褐色シル ト層 (10YR3/1)粘 性弱く、しまり強い。

B′

―

響

m

6号溝
1 黒褐色シル ト層 (10YR3/2)粘 性弱く、しまり強い。
2 灰黄褐色シルト層 (10YR4/2)粘 性弱く、しまり強い。

0                      5m

＼▼ _―

ミ電鷺慧§§§§慈議銹 83

・ 6号溝、 6号溝出土遺物
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2号土坑

[位置]l A10グ リッドに位置する。

[検出面]Π tt。

[重複関係]3号・4号竪穴住居と重複 しており、それらより新しい。

[規模 。平面形]規模は1.27× 1.24m、 深さは0,39mである。平面形は円形を呈する。

[底面・壁]底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒褐色粘土質シル ト層主体で、 5層 に分層される。

[出 土遺物]土師器が18点出土 している。大半が磨減しているため図面掲載できたのは 1点で、861ま 土師器

・郭である。

[遺構時期]10世紀前半に所属すると考えられる。

[備考]遺構時期は重複関係や出土遺物から判断している。

3号土坑

[位置]lA7グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模 。平面形]規模は0.66× 0.62m、 深さは0.lmである。平面形は円形を呈する。

[底面 。壁]底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒色～灰黄褐色粘土質シル ト層主体で、 2層 に分層される。

[出 土遺物]土師器が 2点出土していが、磨減しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に所属すると考えられる。

4号土坑

[位置]lA8グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は1.09XO.46m、 深さは0.13mである。平面形は不整楕円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁はタト傾 して立ち上がる。

[埋土]黒色～灰黄褐色粘土質シル ト層主体で、 2層 に分層される。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]不明である。

5号土坑

[位置]l A13グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模 。平面形]規模は0.66 X O.52m、 深さは0.06mである。平面形は不整円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒褐色シル ト層で、単層である。

[出土遺物]な し。
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７
二

1号土坑
1 暗褐色粘土質シル ト層 (7.5YR3/3)粘

性、しまり共に強い。¢5～ 20malの焼土、
炭化粒を多く含む。

2 褐色粘土質シル ト層 (75YR4/4)粘 性
やや強く、しまり強い。

3 黒褐色粘土質シル ト層 (75YR2/2)粘
性、しまり共に強い。¢1～ 10mmの 炭化
粒を少量含む。

4 極暗褐色粘土質シルト層 (10YR2/3)粘
性並、しまり強い。焼土を微量含む。

5 褐色粘土質シルト層 (10YR4/6)粘性や
や強く、 しまり強い。炭化粒を微量、地
山ブロックを多く含む。

A

2号土坑
1 極暗褐色シル ト層 (7.5YR2/3)粘 性並、しまり強い。

¢5～ 20mmの焼土、炭化粒をやや多く含む。
2 暗赤褐色シル ト層 (5YR3/2)粘 性並、しまり強い。

¢5～ 20mnの焼土、炭化粒を多く含む。
3 黒色粘土質シルト層 (10YR2/1)粘性、しまり共にや

や強い。上層で見られた混入物の量は減る。地山ブロ
ックを少量含む。

4 黒褐色粘土質シル ト層 (10YR3/1)粘性やや強く、し
まり強い。地山ブロックを多く含む。

5 黒色粘土層 (10YR2/1)粘 性強く、しまりやや強い。
地山プロックを多く含む。

A

A       N
L=34.Om

5号土坑
1 黒褐色層 (10YR2/2)粘性、しまり共に並。

り1 0Hml前 後の焼上を少量含む。

第26図  1～ 7号土坑
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A

3号土坑
1 黒色粘土質シルト層 (10YR2/1)粘性

強く、しまりやや強い。
2 灰黄褐色粘土質シル ト層 (10YR4/2)

粘性、しまり共に強い。地山ブロック
を多く含む。

A

〆
L=34.Om

7号土坑
1 黒褐色シル ト層 (75YR3/2)粘 性、し

まり共に並。
2 黒褐色粘土質シル ト層 (10YR3/2)粘性

並、しまり強い。
3 黒褐色シル ト層 (10YR3/2)粘性並、し

まり強い。
4 暗褐色粘土質シル ト層 (10YR3/3)粘性

しまり共にやや強い。

0                 2m

止⊆至

〆

L=34,Om

4号土坑
1 黒褐色粘土質シルト層 (10YR3/2)粘性

強く、しまりやや強い。
2 3号土坑の2層 と同じ。基本的に地山ブ

ロックを含む層。



[遺構時期]不明。

7号土坑

[位置]l Bllグ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0.82× 0.66m、 深さは0。14mである。平面形は不整円形を呈する。

[底面・壁]底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒褐色シル ト～粘土質シル ト層主体で、 4層 に分層される。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]不明。

8号土坑

[位置]l Bllグ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模 。平面形]規模は1.01× 0.66m、 深さは0.21mである。平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]底面は中央が皿状に若千窪んでお り、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒色～黒褐色粘土質シル ト層が主体で、 3層 に分層される。埋土上位で炭化材が出土 している。

[出土遺物]土師器が13点出土しているが、全て磨減しているため図面掲載は行つていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に所属すると考えられる。

10号土坑

[位置]l B12グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模 。平面形]規模は1.85× 1.06m、 深さは0.4mで ある。平面形は楕円形を呈する。

[底面 。壁]底面は、中央は皿状に窪みその両脇は平坦面を形成 している。壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒褐色粘土質シル ト層が主体で、10層 に分層される。

[出土遺物]土師器が24点 出土 しているが、全て磨減しているため図面掲載は行つていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に所属すると考えられる。

11号土坑

[位置]l B 12グ リッドに位置する。

[検出面]Π tt。

[規模・平面形]規模は0.57XO.55m、 深さは0.3mで ある。平面形は不整円形を呈する。

[底面・壁]底面は中央が窪み、壁はタト傾 して立ち上がる。

[埋土]黒褐色粘土質シル ト層が主体で、 4層 に分層される。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]不明。
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10号土坑
1 黒褐色シルト層 (75YR3/2)粘性やや強く、しまりやや強い。

焼土を微量、り5～ 25mnの炭化粒を少量含む。
黒褐色粘土質シルト層 (7 5YR2/2)粘 性やや強く、しまり強い。
黒褐色粘土質シルト層 (10YR3/2)粘 性、しまり共にやや強い。
地山ブロックをやや多く含む。人為堆積の可能性高い。
黒褐色粘土質シルト層 (10YR2/2)粘 性やや強く、しまり強い。
¢3～ 5mの炭化粒を微量、地山ブロックを少量含む。
色調は 3層 に近いが、粘性増す。混入物は 4層 に近い。
黒色粘土質シルト層 (75YR2/1)粘性、しまり共にやや強い。
暗褐色粘土質シルト層 (10YR3/3)粘性、しまり共にやや強い。
地山プロックを少量含む。
黒色粘土質シルト層 (10YR2/1)粘 性、しまり共にやや強い。
黒褐色粘土層 (10YR3/2)粘 性強く、しまりやや強い。
地山プロックを多く含む。

〆

L〓 34,Om

11号土坑
1 黒褐色粘土質シル ト層 (10YR2/2)

粘性、しまり共に並。地山プロック
を少量含む。

2 暗褐色粘土質シルト層 (10YR3/3)
粘性やや強く、しまり並。地山ブロ

ックを多く含む。
3 黒褐色粘土質シルト層 (75YR3/2)

粘性、しまり共に強い。地山プロッ
クを少量含む。

4 黒褐色粘土質シルト層 (10YR3/2)
粘性、しまり共に強い。地山ブロッ
クを多く含む。

TI唾 曇 耳 右

=Om 
士

8号土坑
1 黒褐色シル ト層 (10YR2/2)粘 性やや強

く、 しまり強い。検出面において焼土と炭
化材を検出。

2 黒褐色粘土質シル ト層 (75YR3/2)粘 性
並、しまりやや強い。¢3～ 5mmの焼土、
炭化拉を微量含む。

3 黒色粘土質シルト層 (75YR2/1)粘 性、
しまり共にやや強い。地山ブロックを多く
含む。

〆

L=34.Om

13号土坑
1 暗褐色シルト層 (10YR3/3)粘 性並、

しまりやや強い。¢5～ 20mmの 炭化粒
を微量含む。

2 暗褐色シルト層 (10YR3/3)粘性やや
強く、しまり強い。地山ブロックを多
く含む。

3 2層 と同じだが、粘性が増す。

A              〆  上          二

室

〆

14号土坑 15号土坑
黒褐色粘土質シルト層 (10YR2/2)粘性やや強  1 暗褐色シルト層 (10YR3/3)粘性、しまり
く、しまり強い。¢3～ 5mmの焼土と炭化粒を少   共にやや強い。
量含む。                    2 暗褐色シルト層 (10YR3/2)粘性、しまり
暗褐色粘十質シルト層 (10YR3/3)粘性、しま    共に強い。
り共にやや強い。 1層 と同じ混入物であるが、  3 暗褐色粘土質シルト層 (10YR3/2)粘 性、
量が増す。                    しまり共にやや強い。

3 黒褐色粘土質シルト層 (75YR3/2)粘 性強く、  4 黒褐色粘土質シルト層 (10YR2/ど )粘性、
しまりやや強い。¢5～ 10mmの焼土と炭化粒を    しまり共に強い。地山ブロックを多く含む。
少量含む。

0                  2m

第27図  8～ 15号土坑
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13号土坑

[位置]l B12グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0.96× 0.67m、 深さは0。13mである。平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]暗褐色シル ト層が主体で、 3層 に分層される。

[出土遺物]土師器が 1点出土しているが、磨減しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に所属するのものと思われる。

14号土坑

[位置]l B 12グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は1.37× 0.93m、 深さは0.16mである。平面形は不整楕円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに外傾 して立ち上がる。

[坦土]黒褐色粘土質シル ト層が主体で、 3層 に分層される。底面で炭化粒と焼土が広がっているのを確認

した。

[出土遺物]土師器が27点 、須恵器が 1点出土しているが、磨減しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に属するのものと考えられる。

[備考]他の土坑と異なり底面一面に炭化粒が広がる状況から土坑墓の可能性がある。

15号土坑

[位置]l A15グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0。93× 0。93m、 深さは0.25mである。平面形は円形を呈する。

[底面・壁」底面は中央が若干窪んでいるもののほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

[埋土]暗掲色シルト～粘土質シルト層が主体で、4層 に分層される。

[出土遺物]土師器が14点出土しており、図示できた87は土師器・杯で、内面に黒色処理とミガキが施され

ている。

[遺構時期]9～ 10世紀に属するのものと考えられる。

16号土坑

[位置]l A14グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0.95× 0.49m、 深さは0.12mである。平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]暗褐色シル ト層が主体で、 2層 に分層される。

[出 土遺物]な し。
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[遺構時期]不明。

17号土坑

[位置]l A14グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は1.12× 0.36m、 深さは0.1lmである。平面形は精円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]暗褐色シル ト層が主外で、 4層 に分層される。

[出 土遺物]土師器が 4点出土しているが、磨滅しているため図面掲載は行つていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に属するものと思われる。

21号土坑

[位置]l A20・ 25グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は1.49× 1.23m、 深さは0.21mである。平面形は楕円形を呈する。

[底面 。壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒褐色シル ト層が主体で、 5層 に分層される。

[出土遺物]土師器24点、須恵器 6点が出土 しているが、磨滅しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に属するものと思われる。

22号土坑

[位置]l A25。 2A5グ リッドに位置する。

[検出面]H層 。

[重複関係]33号土坑と重複しており、本遺構の方が新 しい。

[規模・平面形]規模は0.86× 0.59m、 深さは0,13mである。平面形は精円形を呈する。

[底面 。壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒褐色シル ト層が主体で、 2層 に分層される。

[出土遺物]土師器が 1点出土しているが、磨滅しているため図面掲載は行つていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に属するものと思われる。

23号土坑

[位置]2A3・ 4グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は1.08× 0.57m、 深さは0。13mである。平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒～褐色シル ト層主体で、 3層 に分層される。

[出土遺物]土師器が12点出土 しているが、磨減しているため図面掲載は行つていない。
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[遺構時期]9～ 10世紀に属するものと思われる。

24号土坑

[位置]l A23・ 24グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模 。平面形]規模は0.89× 0.73m、 深さは0。1lmである。平面形は不整楕円形を呈する。

[底面・壁]底面は部分的に窪みが見られる。壁は外傾 しながら緩やかに立ち上がる。

[埋土]黒褐～暗褐色シル ト層主体で、 4層 に分層される。

[出土遺物]土師器が 2点出土しているが、磨減 しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に属するものと思われる。

25号土坑

[位置]l A20・ l B16グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は1.21× 0.61m、 深さは0.15mで ある。平面形は不整楕円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 しながら緩やかに立ち上がる。

[埋土]黒色シル ト～黒褐色粘土質シル ト層が主体で、 3層 に分層される。

[出土遺物]土師器19点、須恵器 3点が底面から出土 している。大半は磨滅 しているため、掲載可能なのは

88の須恵器・杯のみであった。

[遺構時期]10世紀前半に属する。

[備考]近接 している 5号竪穴住居内の第 3号土坑や26・ 27・ 28号土坑から同時期の遺物が出土 しているこ

とやそれらと埋土主体層が同じことから、同時期に存在 しているものと考えられる。

26号土坑

[位置]l A15。 20、 l Bll・ 16グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0.94× 0,75m、 深さは0.15mで ある。平面形は円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒色粘土質シル ト層が主体で、 2層 に分層される。

[出土遺物]土師器27点、須恵器 4点が底面から出土 しているが、大半が磨滅 しているため掲載できたのは、

89～ 93の土師器・杯が 5点、94の須恵器・郭、95の須恵器・甕のみである。

[遺構時期]10世紀前半に属する。

[備考]25号土坑の備考に記載 したが、25・ 27・ 28号土坑と同時期のものと思われる。

27号土坑

[位置]l Bllグ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。
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[規模・平面形]規模は1.00× 0.82m、 深さは0.13mで ある。平面形は円形を呈する。

[底面 。壁]底面はほぼ平坦で、壁はタト傾 して立ち上がる。

[埋土]黒色粘土質シル ト層が主体で、 2層 に分層される。

[出土遺物]土師器24点 が底面から出土 していが、磨滅 しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]10世紀前半に属する。

[備考]25号土坑の備考に記載 したが、25。 26・ 28号土坑と同時期のものと思われる。

28号土坑

[位置]l Bllグ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0.81× 0.62m、 深さは0.08mで ある。平面形は円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒色～黒褐色粘土質シル ト層が主体で、 2層 に分層される。

[出土遺物]須恵器が 1点出土しているが、磨減 しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]10世紀前半に属する。

[備考]25号土坑の備考に記載 した通 りである。25・ 26・ 27号土坑と同時期のものと考えられる。

33号土坑

[位置]l A25グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[重複関係]22号土坑と重複 しているが、本遺構の方が古い。

[規模・平面形]規模は0.81× 0.56m、 深さは0.16mで ある。平面形は楕円形を呈する。

[底面 。壁]底面は中央が皿状に窪み、壁は緩やかに立ち上がる。

[埋土]黒色～黒掲色粘土質シル トが主体で、 2層 に分層される。

[出土遺物]土師器が10点出土しているが、大半が磨滅 しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に属するものと思われる。

34号土坑

[位置]2A5グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0 941 X O.56m、 深さは0.16mで ある。平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。

[埋土]黒色～黒褐色粘土質シル トが主体で、 3層 に分層される。

[出土遺物]土師器力認6点出土 しているが、大半が磨滅 しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]9～ 10世紀に属するものと思われる。
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35号土坑

[位置]l A23・ 24グ リッドに位置する。

[検出面]H層 。

[規模・平面形]規模は0.54× 0.46m、 深さは0.1lmである。平面形は円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。

[埋土]黒褐色粘土質シルトが主体で、単層である。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]不明。

39号土坑

[位置]l A23グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[規模・平面形]規模は0.97× 0.46m、 深さは0.08mで ある。平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

[埋土]黒褐色シルトが主体で、2層 に分層される。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]不明。

40号土坑

[位置]l A12グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ層。

[重複関係]7号竪穴住居を精査中に同遺構と重複し、 7号竪穴住居より古い。

[規模・平面形]規模は0.62× 0.61m、 深さは0,27mで ある。平面形は円形を呈する。

[底面・壁]底面は平追で、壁は外傾して立ち上がる。

[埋土]黒褐色シルト～粘土質シルト層が主体で、4層 に分層される。

[出土遺物]な し。

[遺構時期]10世紀前半以前である。

[備考]今回は土坑と報告したが、検出位置や規模・平面プランから掘立柱建物を構成する柱穴の可能性も

考えられる。

41号土坑

[位置]l A18グ リッドに位置する。

[検出面]Ⅱ 層。

[重複関係]6号溝と重複するが、本遺構の方が古い。

[規模・平面形]規模は1.89× 1.08m、 深さは0,33mである。平面形は楕円形を呈する。

[底面・壁]底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。

[埋土]黒褐色シルトが主体で、5層 に分層される。
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[出土遺物]土師器が 1点出土 しているが、磨滅 しているため図面掲載は行っていない。

[遺構時期]9世紀後半～10世紀前半に属する。

[備考]遺構時期は6号溝より古いことから判断している。

溜 ツ :

%

第31図  2・ 15・ 25。 26号土坑出土遺物
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第33図 遺構外・表採遺物

5)柱丈

柱穴は総数1お基あり、掘立柱建物を構成する柱穴を除くと79基検出された。遺構時期は埋土主体層及びそ

れらに伴う遺物から判断しているが、時期不明の13基以外の66基は平安時代に属すると思われる。また、平

安時代の掘立柱建物に構成されるような柱穴は、 lAの 7～ 10・ 12～ 15。 17～ 20グ リッド付近に多く存在し

ていたが、今回は建物を構成するまでに至らなかったものが多数ある。

また、掘立柱建物を検討する際には、柱穴の多くが 1号溝によって切られていることから、本来ならばさ

らに多くの柱穴が存在していた可能性があるものと思われる。

3。 出土遺物

遺構検出面上面を削平されていたものの遺構検出を行つている際に、出土した遺物は10世紀前半を主体と

するものである。96～ 1011よ それらに該当する。

概観でも先述したように溝や土坑などの複数の遺構から縄文時代の遺物と思われるものが確認された。そ

れらの遺物の内訳は石匙 1点、剥片 7点、有孔石器 1点である。しかし、今回の調査ではこれらの遺物を伴

う時期の遺構は検出されなかった。このことから周辺に当該期の遺跡が存在しているものと考えられる。
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第V章 まとめ

今回の調査成果として、竪穴住居 7棟、掘立柱建物 7棟、溝 4条、土坑30基、柱穴79基が検出された。

先述した遺構の中で、平安時代に属するものとして竪穴住居 7棟、掘立柱建物 7棟、溝 4条、土坑21基、

柱穴66基であった。後世に削平を受けていたが、各遺構の密度は高 く小規模なものの集落であることが確認

された。これらの遺構は、出土遺物から掘立柱建物から竪穴住居への変遷を捉えることができた。以下に年

代を把握できた順から説明を行 う。

まず竪穴住居や溝、土坑から出土 した土師器や須恵器・杯は、10世紀前半に所属するものが主体を成 して

いることが確認できた (高橋1982、 人木1992)。 このことからその時期には竪穴住居や溝を中心とした集落が

成立していたものと考えられる。その集落の中で竪穴住居と溝との位置関係から、 1号溝の溜井の近 くに竪

穴住居が比較的密集 していることが窺える。このことは人と水場 との関係を密接に示唆するものと思われ、

計画的に集落が形成されていると考えられる。

次に、掘立柱建物群が形成されているが、出土遺物が少なく遺構時期を特定できなかった。しかしそれら

は竪穴住居や溝を中心とした集落に切られていたことを確認 した。これらの時期は10世紀前半以前としか判

断できないが、掘立柱建物の平面プランから9世紀後半から10世紀にかけて所属するものと位置付けること

が妥当かと思われる。

上述のように本遺跡は、 9世紀後半から10世紀にかけての掘立柱建物を中心とした集落から10世紀前半の

竪穴住居を中心とした集落への変遷が捉えられる。さらに言及していくと9世紀後半から10世紀初頭にかけ

ての掘立柱建物は自然村落的な要素が強 く、10世紀前半の竪穴住居を中心とした集落は、 1号溝の溜井と周

辺の竪穴住居との配置から併せて検討 していくと計画的な村落形態の様相を示していると考えられる。この

ことから本遺跡が存在 していた微高地上は面積は狭いものの、 9世紀後半から10世紀前半を通 じて利用され

てお り、集落を形成する上で適 した立地をしていたものと思われる。

今回は小面積の発掘調査ではあったものの、上述したような成果が得 られた。しかし、削平を受けた結果、

このようなまとめに留まらぎるを得えない状態になったのは極めて残念である。今後、本遺跡の周辺の当該

期の類例の増加を待ち、これらの様相が明らかになることを期待 したい。

[参考文献]

伊藤博幸 1997「律令村落の基礎構造―胆沢城周辺の平安集落―」『岩手史学研究』80

伊藤博幸 1980「胆沢城と古代集落―自然村落と計画村落―」『日本史研究』215

伊藤博幸 1998「 岩手県の治水・利水について」『ヱ台水・利水遺跡を考えるJ第 7回東日本埋蔵文化財研究会

伊藤博幸 1990「 陸奥国においける黒色土師器―その展開と終焉」F東国土器研究』第 3号

高橋信雄 1982「古代」『岩手の上器』岩手県立博物館

八木光則 1992「古代斯和郡と爾薩体の上器様相」第18回古代城柵官衛遺跡検討会資料集
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柱穴番号 出上位置 形 状 長軸×短軸 (cln) 深 さ(cm) 出土遺物 所属時期 備  考

1 A7 円 39× 35 平安 SB 01
2 A7 不整円形 42× 39 344 平安 SB 01

3 A7 円 42× 30 平安 SB01
4 A8 円 47× 45 平 安

5 A7 楕 円 60× 40 平安

6 A8 楕 円 44× 35 平安
7 A8 円 34× 34 平安

8 A14 楕 円 44× 26 276 平安

9 A15 不整方形 24× 18 269 平安

0 A15 円 34× 28 平 安

l A15 円 35× 30 土師器(2) 平 安 SB05
2 A15 楕 円 36× 28 平 安 SB05
3 A15 不整方形 34× 27 平 安

4 lA 5,l Bll 不整方形 42× 35 322 平 安

5 A15 楕 円 41× 35 土師器(4) 平 安

6 2All 円 26× 25 土師器(1) 平安

7 lB 12 不整方形 50× 35 平安

8 lA12 楕 円 50× 43 265 平安 SB 02
9 lA12 楕 円 43× 32 平安

lA8 楕 円 31× 24 平安 SB01
lA 13 隅丸 25× 25 290 平安

lA8 円 35× 31 174 平 安 SB 01

lA8 円 20× 20 211 平安

lA20 25 円 48× 38 土師器(1) 平安

l A20 楕 円 48× 35 土師器(2) 平安 SB 07

A 9 円 25× 25 土師器(1) 平 安

A 9 円 37× 31 平 安 SB 04

A 8 円 38× 34 243 平安 SB 04

A 8 円 30× 25 平 安

A 7 円 27× 23 172 平 安 SB 03
A 2 円 39× 39 平 安

△ 2 円 42× 41 264 平安 SB 02
A 2 円 46× 43 326 平安 SB 02
A 7 円 40× 32 平安 SB 03

lA14 楕 円 41× 32 平安 SB 04

lA 14 円 38× 37 土師器(1) 平安

lA20 円 44× 43 平安 SB 07
lA15 20 iFI丸 35× 34 平安

lA19 不整方形 52× 51 240 土師器(7) 平 安 SB 06

lA19 不整円形 45× 40 184 土師器(3) 平 安 SB 07
lA24 楕 円 29× 23 土師器(3) 平安

lA24.25 円 25× 23 不 明

2A5 円 19× 18 不 明

2A4 楕 円 28× 2ユ 不 明

2A4 隅丸 27× 24 不 明

2A4 楕 円 29× 22 土師器 (3) 平 安

2A2 円 30× 29 不 明

lA22 2ノ (2 円 42× 39 350 不 明

A22 楕 円 35× 27 平 安

A18 円 43× 41 土師器(1) 平安

A19 楕 円 36× 32 117 土師器(1) 平安

馳 A20 円 33× 31 172 土師器(3) 平安 SB 06
A9 円 22× 21 不 明

A8 楕 円 26× 24 不 明

A7 楕 円 38× 26 平安

A7 円 25× 25 平安

A7 楕 円 40× 32 平安 SB 01

A7 不整円形 35× 31 平 安

第 3表 柱穴計測表 (1)
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柱穴番号 出上位置 形 状 長軸×短軸 (cm) 深さ(cm) 出土遺物 所属時期 備 考

lA7 円 20× 17 平安

lA8 楕 円 40× 22 不明

lA8 不整円形 24× 23 不明

64 lA8 楕 円 44× 32 23,7 不明

lA8.9 不整方形 49× 38 不明

lA8 円 24× 22 176 不 明

lA13 楕 円 44× 37 20.5 平安 SB03
lA 18 円 45× 38 平安

lA25 楕 円 27× 19 平安

lA20 円 × 土師器(5) 平安 SB06
lA17 隅丸 27× 26 土師器(5) 平安

l A 18 精 円 38× 30 340 平

碍 l A20 円 40× 38 平 SB07

密 lA20 楕円 53× 35 平

ユA17 円 22× 22 平 安

lA 18 円 50× 46 平安 SB02
lA13.18 楕 円 33× 26 平安

A 7 円 41× 38 平安

A 8 楕円 62× 50 平安

A 7 隅丸 41× 36 土師器(2) 平安 SB02
A 不整方形 38× 28 平安

A 3 円 28× 28 平安

A7 円 27× 24 平安

84 A8 円 29× 28 258 不 明

A9 隅 九 × 不明

A17 円 50× 42 平安

A20 円 35× 33 平安 SB07
A20 隅 丸 52× 50 土師器(3) 平安 SB06
A12 楕 円 42× 29 平安 SB02
A19 隅九 28× 26 土師器住り 平 SB07

lA20 25 楕 円 40× 21 17.8 土師器 (1) 平

A 4 楕円 49× 39 270 平

A 4 円 31× 27 土師器 (2) 平安 SB04
A 楕 円 38× 32 377 土師器 (3) 平安 SB04
A 5 円 34× 30 平安

lA15 20 隅丸 49× 38 平安 SB05
lA 15 不整円形 37× 34 平安

lA15 不整方形 85× 49 254 土師器(2) 平安

lA 15 不整円形 47× 44 平安

lA14 19 20 円 35× 34 平安 SB05
A15 楕 円 42× 35 土師器(5) 平安

102 lA15 楕 円 47× 25 土師器(1) 平安

lA15 不整方形 52× 40 平安

lA14 15 不整円形 40× 37 土師器(3 平安 SB 05

lA15 楕円 33× 28 土師器 ( 平安 SB 05

lA15 楕 円 30× 28 244 土師器 ( 平

lA10 円 38× 32 272 平

lA15 隅丸 48× 40 357 平安

lA10 不整方形 65× 55 平安

lA15 楕円 53× 37 平安

lA20 円 30× 28 平安 SB 05

lA15 楕 円 37× 28 平安

lA15 楕 円 35× 30 346 平安

2All 不整方形 60× 54 253 平安

2A■ 円 49× 47 平安

2A12 不整方形 70× 50 平安

lA12 円 62× 44 平安 SB 03

lA17 不整円形 45× 36 平安 SB 02

lA17 不整円形 70× 30 平安 SB 03

120 l A20 楕 円 82× 54 平安 SB 06

第 4表 柱穴計測表 (2)
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り

,再
調
整

土
師
器

イ
口
縁

～
体

部
S1
05
土

坑
内

(1
36
)

(3
8〉

l泡
橙

細
砂

多
・
粗
砂

少
内
黒

・
ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
土

師
器

杯
口
縁

～
体

部
S1
05
土

坑
内

〈
42
〉

橙
細
砂

多
・
粗
砂
少

内
黒

・
ミ
ガ

キ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
土

師
器

不
体

～
底

部
S1
05
土

坑
内

(5
8)

〈
■

4〉
に
ぶ

い
橙

細
砂

多
・
粗
砂

少
内
黒
 

ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回
転
糸
切
り  

再
調
整

土
師

器
杯

体
～
底

部
S1
05
貝

占
り
床

偲
0

く
26
5〉

浅
黄
橙

細
砂
少
・
粗
砂

多
内
黒

・
ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
9

須
恵

器
邦

口
縁

～
底
部

SK
26
床

直
62
5

50
5

細
砂

多
・
粗
砂

少
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

切
り
離
し
不
明
 
再
調
整

須
恵
器

不
口
縁

～
底

部
S1
05
貼

り
床

(1
49
)

(5
4)

灰
白

細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

糸
切

り
須

恵
器

不
体

～
底

部
S1
0騨

占
り
床

(6
2)

〈
08
〉

2/
3

i表
黄

橙
細
砂

多
・
粗

砂
少

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

回
転

糸
切

り
須

恵
器

甕
体

～
底
部

S1
05
床

直
(3
0〉

緑
灰

細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
切

り
。
再
調

整
土

師
器

甕
口
縁

～
TF
k部

S1
05
土

坑
内

(1
98
)

く
79
〉

黄
橙

細
砂

少
・
粗
砂

多
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

土
師
器

甕
口
縁

～
体

部
S1
05
床

直
く
68
5〉

褐
細
砂

少
・
粗
砂

多
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

土
師
器

塞
口
縁

～
体

部
S1
05
ラ

[ヽ豆
鬱
00

〈
75
〉

明
黄
褐

細
砂
少
・
粗
砂

多
ナ

デ
ナ

デ

土
師

器
甕

口
縁

～
体

部
S1
05
ル

([
堂

29
0

〈
65
〉

灰
白

細
砂

少
・
粗
砂

多
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

土
師
器

甕
体

～
底

部
S1
05
土

坑
内

浅
黄
橙

細
砂

少
・
粗
砂

多
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回
転

糸
切

り

第
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― 毬 ―

掲
載
No

登
録

Nα
種

類
器
種

部
位

出
土

位
置

口
径

底
径

器
高

残
存

色
調

胎
土

内
面

タ
ト
】ヨ

底
面

備
考

土
師

器
霊

体
吉
Б

S1
05
貝

占
り

,末
(1
00
〉

褐
細
砂

少
・
粗
砂

多
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ナ
デ

須
恵

器
甕

口
縁

S1
05
貝

占
り

,末
〈
52
〉

lれ
2

オ
リ
ー

ブ
黒

細
砂
多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

須
恵

器
箋

口
縁

S1
06
土

坑
内

〈
44
〉

オ
リ
ー

ブ
黒

細
砂

多
・
粗
砂

少
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

須
恵

器
霊

体
き
Б

S1
06
土

坑
内

く
42
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ
タ
キ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

土
師
器

不
回
縁

～
底

部
S1
07
床

直
(1
30
)

に
ぶ

い
褐

細
砂
多
・
粗
砂
少

内
黒

・
ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ヘ

ラ
切

り
。
再

調
整

土
師

器
杯

口
縁

～
Tt
N部

S1
07
床

直
(1
40
)

く
41
〉

に
ぶ

い
橙

細
砂

多
・
粗
砂
少

内
早
 

ミ
ガ

キ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

須
恵

器
不

口
縁

～
体

部
S1
07
床

直
(1
48
)

〈
50
〉

青
灰

細
砂

多
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

土
師

器
甕

口
縁

～
体

部
S1
07
床

直
(2
72
)

く
64
〉

れ
2

浅
黄

橙
細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

土
師

器
甕

体
～
底

部
S1
07
床

直
く
15
5〉

に
ぶ

い
黄

橙
細
砂

少
・
粗
砂

多
内

黒
・

ミ
ガ

キ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
回
転
糸
切

り
,再

調
整

須
恵

器
奏

頸
部

S1
07
床

直
〈
15
2〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

須
恵

器
甕

体
部

S1
07
床

直
(4
3〉

暗
灰

黄
細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

須
恵

器
甕

顕
部

S1
07
床

直
く
43
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

須
恵

器
窒

体
吉
る

S1
07
埋

土
く
5.
5〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

土
師
器

不
体

～
底

部
SD
0

埋
土

(2
1〉

浅
責

橙
細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
切
り
離

し
不
明

,再
調
整

土
師

器
杯

ム ロ
一 Ｒ

体
～
底

部
SD
0

埋
土

(5
6)

(1
3〉

灰
白

細
砂
多
・
粗
砂

少
内

黒
ガ

キ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

須
恵

器
郭

体
～
底

部
SD
0

埋
土

(1
2〉

責
橙

細
砂

多
・
粗
砂

少
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回
転

糸
切

り

須
恵

器
杯

体
～
底

部
SD
0

埋
土

(1
2〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

回
転

糸
切

り

須
恵

器
甕

底
部

SD
0

埋
土

く
12
〉

褐
灰

細
砂

多
・
粗
砂
少

ヘ
ラ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

須
恵

器
妻

体
～
底

部
SD
0

埋
土

く
44
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

須
恵

器
甕

口
縁

SD
0

埋
土

〈
51
〉

オ
リ
ー

ブ
黒

細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

須
恵

器
奏

口
縁

SD
0

埋
土

く
41
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

須
恵

器
奏

体
部

SD
0

埋
土

く
10
〉

灰
細
砂

多
粗
砂

少
タ

タ
キ

須
恵

器
奎

頸
部

SD
0

埋
土

(4
3〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂
少

タ
タ

キ
ア

テ
グ

須
恵

器
窒

頸
部

SD
0

埋
土

〈
32
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

須
恵
器

巽
体

部
SD
0

埋
土

〈
52
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

須
恵

器
甕

体
部

SD
0

埋
土

〈
6.
0〉

灰
細
砂

少
・
粗
砂

多
タ
タ
キ

ア
テ

グ

須
恵

器
霊

顎
部

SD
0

埋
土

(4
6〉

暗
褐

細
砂

多
・
粗
砂

少
ナ

デ
ナ

デ

須
恵

器
窒

体
部

SD
0

埋
土

〈
62
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

須
恵

器
甕

体
部

SD
0

埋
土

〈
82
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

須
恵

器
妻

体
部

SD
0

埋
土

く
63
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

ア
テ

グ

須
恵

器
巽

体
吉
る

SD
0

埋
土

く
48
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

タ
タ
キ
・
ヘ
ラ
ケ
ナ
デ

ア
テ

グ

須
恵

器
甕

体
吉
る

SD
0

埋
土

(3
0〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

ア
テ

グ

須
恵

器
甕

体
部

SD
0

埋
土

〈
6.
6〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

タ
タ

キ
ア

テ
グ

須
恵

器
甕

体
部

SD
0

埋
土

〈
79
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ
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１ ８ １

掲
載

Nα
登
録
h

種
類

器
種

都
位

出
上

位
置

口
径

底
径

器
高

残
存

色
調

胎
土

内
面

外
面

底
面

備
考

須
恵

器
塞

体
音
Б

SD
01
埋

土
く
60
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂
少

タ
タ

キ
ア

テ
グ

須
恵

器
甕

体
部

SD
0

埋
土

く
75
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂
少

タ
タ

キ

須
恵

器
箋

体
吉
Б

SD
0

埋
土

〈
42
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

タ
タ

キ
ア

テ
グ

須
恵

器
霊

体
部

SD
0

埋
土

く
53
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

タ
タ

キ
ア

テ
グ

須
恵

器
甕

体
部

SD
0

埋
土

く
72
〉

オ
リ
ー

ブ
黒

細
砂
多

粗
砂

少
タ

タ
キ

ア
テ

グ

Й
須

恵
器

霊
体

都
SD
01
埋

土
〈
62
〉

オ
リ
ー

ブ
黒

細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

ナ
デ

須
恵

器
甕

体
部

SD
01
埋

土
く
17
.9
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

ク
タ

キ
ア

テ
グ

須
恵

器
甕

体
部

SD
01
埋

土
く
45
〉

暗
青
灰

細
砂
多
・
粗
砂

少
タ

タ
キ

白
磁

霊
体

吉
Б

SD
01
埋

土
く
17
)

白

路
土

師
器

甕
口
縁

～
体

部
SD
02
埋

土
(1
4,
0)

(■
2〉

1/
4

に
ぶ

い
橙

細
砂

少
・
粗
砂

多
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ

土
師
器

甕
体

～
底

部
SD
02
埋

土
く
36
〉

明
黄
褐

細
砂

少
・
粗
砂

多
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

回
転

糸
切

り
須

恵
器

窒
体

部
SD
02
埋

土
く
43
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
ロ

ク
ロ

ロ
ク

ロ

須
恵

器
霊

体
～
底

部
SD
02
埋

土
(3
2〉

オ
リ
ー

ブ
黒

細
砂

多
・
粗
砂
少

タ
タ

キ
ナ

デ

И
土

師
器

杯
体

～
底

部
SD
06
埋

土
(5
6)

く
10
〉

浅
黄

橙
細
砂

少
粗
砂
多

内
黒

・
ミ
ガ

キ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ヘ
ラ
切

り
・
再

調
整

須
恵

器
郭

体
～
底
部

SD
06
埋

土
(1
1〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

回
転
糸
切

り
須

恵
器

奏
体

音
Б

SD
06
埋

土
く
41
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

タ
タ

キ

須
恵

器
士 霊

体
部

SD
06
埋

土
〈
37
〉

に
ぶ

い
黄

橙
細
砂

多
・
粗
砂
少

ヘ
ラ
ナ

デ
ヘ

ラ
ナ

デ
外
面
に
透

ll
な
釉
薬
あ
り

須
恵

器
郭

体
～
底

部
SK
02
埋

土
黄

橙
細
砂

多
・
粗
砂

少
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回
転
糸
切

り
土

師
器

杯
体

～
底

部
SK
15
埋

土
(2
65
〉

橙
細
砂

多
・
粗
砂
少

内
黒

・
ミ
ガ

キ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
切

り
離

し
不
明

,再
調
整

須
恵

器
不

体
～
底
部

SK
25
床

直
く
23
〉

灰
細
砂
多
・
粗
砂

少
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回
転

糸
切

り
土

師
器

不
口
縁

～
底
部

SK
26
床

直
(1
30
)

1泡
に

ぶ
い

褐
細
砂

多
・
粗
砂

少
内
黒

・
ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
切
り
離
し
不
明
・
再
調
整

土
師
器

杯
口
縁

～
体

部
SK
26
床

直
(1
44
)

(4
0〉

浅
黄

橙
細
砂

多
・
粗
砂
少

内
黒

・
ミ
ガ

キ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
土

師
器

杯
口
縁

～
体

部
SK
26
床

直
(1
56
)

く
49
〉

浅
黄
橙

細
砂
少
・
粗
砂
多

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

土
師
器

イ
体

～
底
部

SK
26
床

直
(5
.6
)

〈
2.
6〉

i表
責
橙

細
砂

少
・
粗
砂

多
内
黒

・
ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回
転
糸
切

り
,再

調
整

土
師
器

杯
口
縁

～
体
部

SK
26
床

直
(1
34
)

(3
8〉

浅
黄
橙

細
砂

多
・
粗
砂
少

内
黒

・
ミ
ガ

キ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

須
恵

器
不

口
縁

～
体

部
SK
26
床

直
(1
4,
2)

〈
40
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

須
恵

器
甕

ニ ユ ロ
体

SK
26
床

直
く
14
2〉

オ
リ
ー

ブ
黒

細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク
ロ

`ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

土
師

器
杯

体
～
底

部
P3
9埋

土
く
39
〉

に
ぶ

い
橙

細
砂
多
・
粗
砂

少
内
黒

・
ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
切
り
離
し
不
明

。
再
調
整

土
師
器

不
体

～
底
部

カ
ク

ラ
ン

(2
1〉

浅
黄

橙
細
砂

多
・
粗
砂
少

内
黒

・
ミ
ガ
キ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
回
転
糸
切

り
須

恵
器

箋
口

縁
表

採
(3
8〉

暗
灰

細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

須
恵

器
甕

口
縁

表
採

く
38
〉

灰
細
砂

多
・
粗
砂
少

ロ
ク

ロ
ロ

ク
ロ

須
恵

器
甕

頸
部

表
採

く
29
〉

灰
細
砂
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写真図版 1 調査区違景・完掘状況
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写真図版 2 1号 竪穴住居完掘 。遺物出土状況
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写真図版 3 2・ 3号竪穴住居完掘状況
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写真図版 4 4・ 5号竪穴住居完掘状況
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写真図版 5 6・ 7号竪穴住居完掘状況
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1号竪穴住居断面 3号竪穴住居違物出土状況

3号竪穴住居 1号土坑完掘 3号竪穴住居 1号土坑断面

5号竪穴住居 2号土坑完掘 5号竪穴住居 2号土坑断面

5号竪穴住居 1号土坑完掘 5号竪穴住居 1号土坑断面

写真図版 6 1号 竪穴住居断面・住居内土坑
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写真図版 7 住居内土坑・ 7号竪穴住居断面・柱穴群完掘

柱穴群完掘状況
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写真図版 8 1・ 2・ 4・ 6号溝完掘、 1号溝完掘 。断面
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2号溝完掘状況
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写真図版 10 1～ 4号土坑
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写真図版11 5・ 7・ 8号土坑
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15号土坑完掘
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写真図版 13 16・ 17・ 21・ 22号土坑
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写真図版17 出土遺物 (1)
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写真図版18 出土遺物 (2)
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写真図版19 出土遺物(3)
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